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１．水泳プログラムを始めます 
 SO富山では、フロアホッケーに引き続き、平成 16年 5月より、月に 2回、水泳プログラムをスタートさせます。コー

チには、障害者のコーチングの経験豊富な大屋氏他数名を予定しています。泳げる人も泳げない人もどしどし参加してく

ださい。 
 
 
 

 
 
 
 
 
  ■プログラムの進め方 

• 泳げる人：10名程度、泳げない人：10名程度（以上、申し込みの先着順）です。 

• 8歳以下のアスリートには、保護者の方にも水着を着てプールに入っていただきます 

• 練習会場は、海竜スポーツランド温水プール（新湊市：予定） 

 

２．ボーリングプログラムも始まりますよ！ 

 
  
 
 

■プログラムの進め方（予定） 
• 平日の午後7時～9時 

• １トレーニング：１ゲーム 

• １レーンに２人のアスリート 
■コーチクリニック 

 6月20日（日）の予定で、SONへコーチクリニックを依頼中です。詳細が決まり次第、またご案内します。ファミ

リーの皆さん、ボーリングプログラムへコーチとしての参加をお待ちしています。お知り合いの方々にもボランティ

アでの参加を呼びかけてくださるようお願いします。 
 

３．フロアホッケープログラムの予定です 
・ 5／ 8（土） 9:30～11:30 お試しプログラム（大島農村環境改善センター） 

・ 5／16（日） 9:30～11:30 第１回プログラム（大島町民体育館（弓道場となり）） 

・ 6／ 5（土） 9:30～11:30 第２回プログラム（大島農村環境改善センター） 
・ 6／19（土） 9:30～11:30 第３回プログラム（     〃      ） 

スペシャルオリンピックス日本･富山設立準備委員会ニュースレター 

日　：5月16日（日）

■説明会 時間：午後2時～3時

場所：大島農村環境改善センター



４．その他のイベントなど 
• ６月に新川方面で“チャリティーお茶会”を計画しています。またご案内しますので、お楽しみに。 

• 4 月 20 日（火）、SON の細川佳代子理事長が来県されました。県副知事や森市長をはじめ、警察や消防にも表敬訪問

して、富山県でのSO活動が盛り上がるよう要請してもらいました。 

• 来年夏の世界大会に向けて、トーチランを企画しています。富山市はもちろん、皆さんお住まいの各地で開催できる

よう、いろんな地域でSOを盛り上げていきましょう。 

 

５．長野大会、ありがとうございました！ 

 今年2月27日～29日、長野市で開催された第3回冬季ナショナルゲーム・長野には、

富山からバス２台を連ね、総勢 56 名の大選手団で行ってきました。新聞などで大きく報

道されましたので、ご存知の方もいらっしゃると思います。 

 結果は、フロアホッケー個人スキルの部において見事銀メダルを、競技の部において銅

メダルを獲得するなど、健闘してきました。応援していただいた大勢の皆様、ご寄付や賛

助を頂いた方々、たいへんお世話になりました。 

詳しくはHPをご覧ください。http://www.tenshinotsubasa.jp/son-t/ 
 

５ ．スキーのお試しプログラムを開催しました 

 

 いまSO富山で進行中あるいは企画中のプログラムは、フロアホッケー、水泳、

ボーリングです。今年の冬からは冬季種目としてスキーも企画しています。今年

３月６日、しらとり養護学校の関先生をヘッドコーチに、極楽坂スキー場で“ス

キープログラムお試し練習会”を開催しました。 

 アスリート10人、コーチ6人、ファミリー7人が参加しました。滑れるアスリ

ートはリフトを使ってコーチが付き添って滑り降りてきました。それまではでき

なかった“カニ歩き”の斜面登りができるようになったアスリートもいましたよ。

全員が２班に分かれて雪上リレーも楽しみました。今年の冬が楽しみですね。 

 

６．知的発達障害の人もスポーツを楽しめるの？ 
 もちろんです！ SOは、スポーツを楽しむ本人をアスリートと呼んでいます。そのアスリートを、ファミリー（保護者）

と地域のボランティアがスタッフとして支える形で活動は運営されています。スポーツは勝ち負けを争いますが、SOはち

ょっとした二つの仕組みを持っているのです。これで、日頃の練習だけでなく大きな競技会に参加したアスリートたちが、

みな等しく評価を得られるようになっているのですね。 

■ディビジョニング 
 可能な限り同程度の競技能力のアスリートが競技できるように、性別、年齢、競技能力などによってグループ分け（ディビジョン）をす

ることです。このディビジョニングによって、誰でもが平等に競い合うチャンスが与えられ、自分の現在の能力を十分に発揮し、一番輝く

機会を得られるのです。ちなみに、長野大会で富山県チームは、ディビジョン３でした。 
■全員表彰 
  表彰台の上では、順位だけでなく、競技場に立ち最後まで競技をやり終えた事に対して、アスリートの首に、メダルやリボンがかけられ

ます。競技結果の下位から行われる表彰では、はじめから最後まで、一人一人にかわらぬ拍手が贈られます 
 

SOへのご協力、よろしくお願いします 

 スペシャルオリンピックスの活動は非営利活動で、運営はすべてボランティアと善意の寄付によって行われています。どなたか

らでも、何口でも承ります。皆様のご理解・ご協力をお願いいたします！！ 詳しくはスタッフが説明させていただきます。 

賛助金 ＜個人＞    一口  3,000円 

＜企業・団体＞ 一口  10,000円 

振込先：北陸銀行 大島支店 普通預金 5015340 

     スペシャルオリンピックス日本・富山設立準備委員会    お問い合わせは、下記メールもしくはファックスでお願いします。 

【連絡先】事務局：〒939-8201 富山市花園町1-6-19 アイガースポーツ内 担当／大森 FAX 076-491-5645 

E-mail eiger-sp@p2332.nsk.ne.jp      URL http://www.tenshinotsubasa.jp/son-t/ 


